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読者のお声

～第11号に寄せて～
VOICE

高齢の母と私が残った我が家は「特集　認知症
と付き合う」を読み、これからもこうありたい！と
いう希みを強くもちました。多くの人達の支え
に心から感謝です。
ところでラジ関の三上さんの番組はず～っと聞
いているリスナーです。三上さんありがとう。
（ N.Yさん 51歳／女性）

●

初めて読みました。福祉に携わる仕事をしていな
くても世の中の流れを考えるうえで読みごたえの
ある誌面ですね。
（ M.Rさん 39歳／女性）

●

初めてきずな・KOBEを読みました。私にも87才
になる一人ぐらしの母親がいます。毎日、仕事終
りに電話して一日の出来事を話し合っています。
母親にとってはその会話がすごく楽しみにしてい
るようですので、これからも続けていきます。
（ H.Tさん 56歳／男性）

●

※次号は2016年7月発行予定です。

【応募方法】ハガキまたはEメールで
お名前、ご住所（〒）、電話番号、年齢、性別と希望
のプレゼント名、本誌へのご感想を明記して、下記
までご応募ください。当選者の発表は賞品の発送
に代えさせていただきます。

ハガキ

Eメール

〒651-0086
神戸市中央区磯上通3-1-32
神戸市社会福祉協議会
「きずな・KOBE」プレゼント係へ

kouhou@with-kobe.or.jp

第 号12プレゼント
アンケートにご協力ください（応募締切：3月21日必着）

「きずな  　KOBE」第12号はいかがでしたか？
ご覧になった感想をお寄せください。お寄せいただいた方のなかから
抽選で、下記のプレゼントをお贈りいたします。

B 「株式会社フェリシモ」より きらめく粒の手づくりガラス
自然をかたどった大人のイヤカフセット（葉 leaf）
「チャレンジド・クリエイティブ・プロ
ジェクト」で製作されたイヤカフと
イヤリングのセット。
鮮やかに彩られたガラス粒は、垂水
区にあるゆとり作業所のチャレンジ
ドたちが、「ヒュージング」と呼ばれる
特殊な技法で焼き上げました。

A 「いかり共同作業所」より 「Nigao」シリーズペアセット
作業所の仲間たちが
描いた顔パーツを、
福笑いのように貼り
付けてつくられる表
情は世界でひとつだ
け！どんな表情なのか
は届いてからのお楽
しみです♪

5組10名様

3名様

※ハートフルプラザ店舗はビルの2・3階となります。（1階はネッツトヨタ兵庫）

〒650-0023
兵庫県神戸市中央区栄町通7-1-3-2F
神戸中央郵便局西向い

トヨタウェルキャブ 総合展示場

営業時間 ／ 午前10：00～午後6：00　
定  休  日 ／ 毎週月曜日および第2週火曜日（祝日の場合は翌日）

トヨタハートフルプラザ神戸 TEL.078-366-1616 FAX.078-360-0399
http://toyota.jp/heartful/

来て、見て、さわって体感しよう！！

ハートフルプラザ神戸 検索

10台
常時展示

トヨタハートフルプラザは、トヨタの福祉車両
「ウェルキャブシリーズ」の総合展示場です。

トヨタハートフルプラザは、トヨタの福祉車両
「ウェルキャブシリーズ」の総合展示場です。

ウェルキャブを常時10台取り揃え、
カタログだけではわからない実車の
使い勝手や機能・操作の確認をして
いただけます。
専任のスタッフがお客様一人ひとり
のご要望にあったクルマ選びのお手
伝いをいたします。
カスタマイズの相談も承ります。
お気軽にご来場ください。

この広報誌は赤い羽根
共同募金配分金を受け
て発行しています。

特 集 1

特 集 2

ワイワイガヤガヤ
さぁ、みんなで”手話べ”ろう！
障がいとともにあるくらし

しゃ

季節の人気メニュー

和風カレー

催し・イベント情報ほか
読者アンケート＆プレゼント

美味しい！ 
かわいい！福祉のお店

社会福祉法人 いかり  いかり共同作業所

会いたかった 
Yes！ この人

株式会社 フェリシモ  C.C.P関係者のみなさん

表紙写真：「手話BAR」での歓談の様子



       　　　　さぁ、みんなで
”手話べ”ろう！

しゃ

「神戸市みんなの手話言語条例」が施行されてまもなく一年。神戸のまちは、手話を 
必要とする人が十分にコミュニケーションのとれる社会に向けてどのように変われ
たでしょうか。今号では、聴覚障がい者と健聴者が手話を介して交流を育むスポット  
を特集します。手話ができなくても大丈夫。 店員さんやそこに居合わせた親切な方
がコミュニケーションの橋渡しをしてくれますよ。

ワイワイ
ガヤガヤ

ケーキはどれも荒木さんの
特製。写真のシフォンケーキ
のほか、旬の果物を使った
ロールケーキもありますよ。

手話カフェ

　このカフェは、ひょうご聴障ネットが立
ち上げ、当初から「出会い」をテーマに運
営してきました。
　聴覚障害者情報センターなどには聴
覚障がい者の交流の場がありますが、健
聴の方にはハードルが高く感じられて当
事者だけの集まりになってしまいがちで
す。聴覚障がい者も健聴者も気軽に立ち
寄ることができ、互いに出会いのきっか
けとなる場所がまちにほしい…そうした
わたしたちの想いが実ったかたちが、こ
のカフェです。
　長く続けていると、お客様から「ここに
来るうちにだんだんと自信がついてき
て、手話のできる人がいない時にも店に
通いだした」なんて話を聞かせてもらえ
ることがあります。その人にとって、ここが
また新しい出会いのきっかけとなれたよ
うで嬉しくなりますね。
　店舗オーナーのご好意もあり、今年で
10年目を迎える手話カフェですが、これ
までも、そしてこれからも聴覚障がい者
がいろんな人と出会える場であり続けた
いと思います。

　手話をはじめたきっかけは、10 年前に
経営していたBAR に聴覚障がいのお客
様が来店された際、通訳をしてもらわな
いと満足な会話ができず申し訳なさを
感じたことでした。
　その頃に仲間内で始まった手話BAR 
ですが、口コミやSNS により参加が増え
るにしたがって少しずつ形を変えてい
き、昨年に現在のお店でのリニューアル
オープンとなりました。
　今では市内はもちろん県外から来られ
るリピーターも増え、多い日では60名以
上が来店されます。海外からの旅行者が
SNSでうわさを聞きつけて立ち寄られた
こともあるんですよ。
　現在は手話をできることがひと目でわ
かるバッジの普及にも努めていて、これ
まで4,000個を販売しました。手話を必
要とする方は健聴の方と比べてコミュ
ニケーションの機会や身のまわりの情
報を得にくいため、このバッジの広がり
によってそうした難しさを乗り越える力
となれるよう、これからも頑張ります！

店長  荒木 令子さん 代表  白石 昇さん

今ではかなり手話が上達した白石さん。
手話でのオーダーはもちろん、手話が
わからない方への通訳もできます。

Acqua Club & Sports & 
Entertainment
北野坂にある「象ビル」のスポーツBAR で開かれる手話BAR。

ここは老若男女、聴覚障がい者も健聴者も宵のひとときを過ごせる秘密基地。

酒に酔いしれながら、大人の空間でお手話べりを楽しもう！

酔いが回りはじめると、次第に

テーブルは手話で賑やかに。

話題が盛り上がるほど忙しく、

休む間もなく手が踊り続けます。

店内ではダーツによる
コミュニケーションを
楽しむこともできます。

Acqua Club & Sports & Entertainment
開催日：不定期（月1～2 回程度） 17：00～
 　　　 詳細はweb サイト（http://acqua-kobe.net/）にて

場 　所：神戸市中央区中山手通1 丁目22-10 象ビルヂングB1

会 　費：1,000 円（ワンドリンク、おつまみ付） ※食事もできます

TEL／FAX：078-230-7388 　Mail：shiraishi@acqua-kobe.net

不定期で手話ソングライブ

などのイベントも開催。

気になる方はAcqua のweb 

サイトをチェック！

手話できますバッジ
ピンクは手話ができること、

緑は手話勉強中を意味し、

手の色で障がいの有無を

表します。バッジを着用して

いる方は会費が割引に！

Acqua Club & Sports & 
Entertainment手話カフェ手話カフェ

聴覚障がい者の仲井さん。ひょうご聴障ネットの代表委
員を務めながら、手話カフェのスタッフとしても活躍中！
ここは聴覚障がい者の活躍の場でもあるんですね。

手話カフェ
開催日：毎月第3 水曜日 11：30～20：00
場　所：神戸市灘区篠原南町6 丁目2-2 「Cafe P/S」内
問合せ：ひょうご聴障ネット ※店舗へのお問合せはご遠慮ください
TEL／FAX：078-362-5250／078-362-5270
Mail：hyogo.6319_deaf_net@y4.dion.ne.jp

灘区水道筋商店街の一角に、月に一度、手話カフェに変身するカフェがありま

す。ここには食事やお手話べりを楽しまれる方、お茶を飲みながら手話の勉強

をする方など様々な人が立ち寄り、思い思いの時間を過ごされています。

灘区水道筋商店街の一角に、月に一度、手話カフェに変身するカフェがありま

す。ここには食事やお手話べりを楽しまれる方、お茶を飲みながら手話の勉強

をする方など様々な人が立ち寄り、思い思いの時間を過ごされています。

定番のカレーのほか、
季節によっておでん
やピザトーストが食
べられます。
調理スタッフには、
聴覚障がい者もおら
れ、すべて心を込めて
手づくりで調理してい
ます。

しゃしゃ

聴覚障がい者の仲井さん。ひょうご聴障ネットの代表委
員を務めながら、手話カフェのスタッフとしても活躍中！
ここは聴覚障がい者の活躍の場でもあるんですね。

開催日：毎月第3 水曜日 11：30～20：00
場　所：神戸市灘区篠原南町6 丁目2-2 「Cafe P/S」内
問合せ：ひょうご聴障ネット ※店舗へのお問合せはご遠慮ください
TEL／FAX：078-362-5250／078-362-5270
Mail：hyogo.6319_deaf_net@y4.dion.ne.jp

カフェを運営するひょうご聴障ネット
のみなさん。当事者も含むスタッフ
一同でおもてなしします♪

ひょうご聴障ネット事務局

しゃ

篠原公園

ナ田

篠原公園神戸市立
上野中学校

灘警察署灘警察署
灘区民ホール灘区民ホール

篠原南町

阪急
神戸
線

阪急
神戸
線

JR三宮
神戸三ノ宮（阪神）

神戸三ノ宮（阪急）

生
田
神
社

象ビルヂング

加納町3丁目
交差点

象ビルヂング

加納町3丁目
交差点

カフェを運営するひょうご聴障ネット
のみなさん。当事者も含むスタッフ
一同でおもてなしします♪

ここには様々な方とのふれあいがあり、
お客様との出会いや会話を楽しみながら
お手伝いをしています。
健聴の方も気軽にお立ち寄りください！
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そ
の
ね
ら
い
の
裏
に
は
、同
社
の
掲
げ
る
理
念

の
存
在
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
こ
う
し
た
ね
ら
い
の
背
景
に

は
、弊
社
の
コ
ア
・
バ
リ
ュ
ー
で
あ

る
”と
も
に
し
あ
わ
せ
に
な
る
し

あ
わ
せ”

と
い
う
考
え
が
あ
り
ま
す
。こ
の
理
念

を
念
頭
に
、私
た
ち
は
多
く
の
人
々
が
関
わ
る
こ

と
で
生
ま
れ
る
新
し
い
価
値
を
一
緒
に
模
索
す

る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
大
切
に
し
、パ
ー
ト
ナ
ー

と
は
常
に
対
等
な
関
係
で
あ
る
こ
と
を
心
が
け

て
い
ま
す
。」

　
こ
う
し
て
、こ
れ
ま
で
2
3
0
種
以
上
の
商

品
を
、全
国
の
累
計
1
1
0
以
上
も
の
作
業
所

と
生
み
出
し
て
き
た
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。そ
の
今

後
の
展
望
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　
「
近
年
、ア
ー
ト
の
分
野
に
お
け
る
チ
ャ
レ
ン
ジ

ド
の
活
躍
ぶ
り
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
独

創
的
な
発
想
に
は
大
い
に
可
能
性
を
感
じ
て
お

り
、チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
だ
か
ら
こ
そ
の
付
加
価
値
を

見
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」

　
「
ま
た
、C
・
C
・
P
で
は
”つ
な
が
り”

が
な
に
よ

り
大
切
で
す
。今
後
は
よ
り
発
信
に
力
を
入
れ
、

作
業
所
と
企
業
、そ
し
て
消
費
者
を
つ
な
ぐ
中

間
支
援
の
立
場
で
、新
た
な
価
値
を
生
み
出
し

　
同
社
の「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
以
下
C
・
C
・
P
）は
、障
が
い
者
の

手
仕
事
を
付
加
価
値
と
し
て
取
り
入
れ
た
高
い

感
性
の
商
品
を
生
み
出
し
、そ
の
素
晴
ら
し
さ
を

発
信
す
る
取
組
み
で
す
。そ
の
始
ま
り
は

2
0
0
3
年
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

　
「
後
に
共
同
設
立
者
と
な
る
社
会
福
祉
法
人

プ
ロ
ッ
プ・ス
テ
ー
シ
ョ
ン
代
表
の
竹
中
ナ
ミ
さ
ん

が
、社
内
講
演
会
で
お
話
を
さ
れ
た
”障
が
い
者

も
納
税
し
、一
緒
に
活
躍
で
き
る
社
会
を
“と
い

う
言
葉
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
上
げ
の
き
っ
か
け
で

し
た
。私
た
ち
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
か
し
、付
加
価
値
を
高
め
て
生
活
者
の
方
々

に
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の
を
つ
く
る
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
は
14
年
目
を
迎
え
る
今
も
変
わ

り
ま
せ
ん
。」

　
兵
庫
県
下
の
呼
び
か
け
に
応
募
さ
れ
た
福
祉

作
業
所
の
手
づ
く
り
製
品
を
手
に
し
、そ
の
仕
事

ぶ
り
を
目
の
当
た
り
に
す
る
た
び
驚
き
を
感
じ

た
と
い
う
永
冨
さ
ん
。

　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
が
作
っ
た
商
品

は
、量
産
品
に
は
な
い
、丁
寧
で
き

ま
じ
め
な
つ
く
り
で
、器
用
で
は

な
い
け
れ
ど
、ま
っ
す
ぐ
に
心
に
ひ
び
く
手
づ
く

り
の
味
わ
い
が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
魅
力
を
、お

客
様
に
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

　
し
か
し
、作
業
所
の
手
づ
く
り
製
品
そ
の
も
の

を
カ
タ
ロ
グ
で
販
売
す
る
に
は
デ
ザ
イ
ン
や
ア
イ

テ
ム
力
、ま
た
量
産
性
や
安
定
し
た
品
質
水
準
の

確
保
な
ど
の
点
で
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
そ
こ
で
、チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
の
手
が
け
た
素
材

を
部
分
的
に
取
り
入
れ
ま
し
た
。弊
社
の
商
品

開
発
力
と
メ
ー
カ
ー
の
信
頼
性
の
高
い
品
質
・
生

産
力
に
、作
業
所
の
丁
寧
な
手
仕
事
が
付
加
価

値
と
し
て
加
わ
る
手
法
は
、C
・
C
・
P
に
お
け
る

商
品
づ
く
り
の
基
盤
と
な
り
ま
し
た
。」

　
こ
う
し
て
動
き
出
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、

新
商
品
の
開
発
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
さ
ら
な

る
目
的
が
。

　
「
C
・
C
・
P
は
付
加
価
値
の
高
い
商
品
を
生

み
出
す
だ
け
で
な
く
、そ
の
経
験
を
も
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
ド
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
作
業
所
の
販
売
力

向
上
と
な
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、社
会
で
働
き
、活
躍
で
き
る

機
会
が
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
か

ら
で
す
。仕
事
を
と
も
に
し
た
人
た
ち
の
変
化

を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
は
、私
た
ち
の
喜
び
で
も
あ

り
ま
す
。」

リビングフロア（2～4階）に身体に障がいを持つ方が暮らしやすいように設計され
たワンルーム居室とショートステイがあり、1階のコミュニティフロアには、訪問
介護ステーション、就労支援、児童のための通所施設を併設した日本で初めての
多機能型福祉マンションです。

「障がいのある人は、地域でどのような暮らしをおくっているんだろう？」。
そうした疑問を胸に、今回は市内で暮らすAさんの暮らしぶりに密着しました。
そうして見えてきたのは、支援を必要としながらも持てる力を活かして働き、
学び、そして恋をする…毎日を精一杯に楽しむ姿でした。

恋する気持ちに障がいの
有無は関係ありません。
彼氏さんとの公園デートにお
邪魔させてもらいました。

「ふたりで出かけているうちに電車の乗り方も覚えました」
「あったかくなったら京都に桜見に行くんもええなぁ」

プロフィール
　中度の知的障がいと精神障がいを抱えるA さん。日中は作業所
で働きながら、社会で暮らす力を身につけるための訓練や看護師
の訪問、ホームヘルパーによる家事支援など、様々な場面でサポー
トを受けながら地域で暮らしています。
　以前は母と兄との3人で暮らしていましたが、現在は親元を離
れ、ひとり暮らしを始めて6 年目となりました。
　いつも笑顔を絶やさない、周囲を明るくほんわかとさせてくれる
女性です。

障がいとともにあるくらし

働いたお金で
大好きなぬいぐるみを買うてます。
ヘルパーさんには物増やしすぎ
やって叱られますけど…（笑）

家事はヘルパーさんがお手伝いをしてくれます。
今は苦手な料理も、少しずつ自分でできるように
なるため練習は欠かせません。
「へぇ～。シチューってこうやってつくるんやね」

作業所で箱づくりの仕事中。このときは
いつもの笑顔を消して、その表情は真剣
そのもの。

「前にボランティアをしてた施
設で出会った、耳が聞こえへん
人と話がしたいんです。」
その思いから通い始めた手話
サークル。道のりはまだまだ長
いけれど、目標めざして奮闘中！

「一番大きな目標は就職することです。そのための一歩として2月から県の訓
練で介護の基礎を学び始めました。不安もありますが、持ち前の笑顔と愛嬌を
忘れず頑張ります！ ただ、その前に身のまわりのことをもう少ししっかりせんと
なぁとも思ってます。まずは早起きからかなぁ…笑 
プライベートは、彼氏さんと今の良い関係が続けばそれで十分幸せです
いつかお金をためて、北海道に行きたいな♪」

Q.今
後の
目標は

?Q.今
後の
目標は

?

詳細はホームページをご覧ください http://www.qol-c.co.jp

障がい者向け多機能型福祉賃貸マンション

TARUMI

自由な暮らし 通所・就労事業

就労による経済的自立 医療・介護サポート

今日からは自分で！
あんしん新生活

お問い合わせ  神戸市垂水区下畑町498番53 TEL 078-755-5906
受 付 時 間  10：00～17：00 《年中無休》

日本初の終身型介護付き日本初の終身型介護付き コ・クール垂水

住む 自由な暮らし 通う 通所・就労事業

働く 就労による経済的自立 安心 医療・介護サポート
Quality Life 事業案内 ● 障がい者居宅介護事業　● 障がい者就労支援事業　

● 障がい児通所支援事業　● 賃貸住宅整備事業

株
式
会
社 

フ
ェ
リ
シ
モ

1
9
6
5
年
設
立
以
来
、顧
客
と
の
直
接

的
な
つ
な
が
り
を
築
く「
ダ
イ
レ
ク
ト
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業
」に
携
わ
る
。そ
の
ビ
ジ
ョ

ン
の
根
底
に
あ
る『
と
も
に
し
あ
わ
せ
に
な

る
し
あ
わ
せ
』を
実
現
す
る
た
め
の
一
要

素
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な『
社
会
文
化
活

動
』に
取
り
組
ん
で
い
る
。

株
式
会
社
フ
ェ
リ
シ
モ
が
、社
会
福
祉
法
人
プ
ロ
ッ
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、神
戸
市
、兵
庫
県
と

と
も
に
授
産
施
設
や
小
規
模
作
業
所
に
呼
び
か
け
て
ス
タ
ー
ト
し
た「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
・

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。障
が
い
を
も
ち
、神
様
か
ら
挑
戦
す
る
と
い
う
チ
ャ

ン
ス
を
与
え
ら
れ
た「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
」の
手
か
ら
創
り
出
さ
れ
る
商
品
の
魅
力
を
発
信

す
る
こ
の
取
組
み
に
つ
い
て
、同
社
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

﹃
と
も
に
し
あ
わ
せ
に
な
る
し
あ
わ
せ
﹄

障
が
い
者
の
魅
力
が
光
り
�

よ
り
活
躍
で
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て

左から
CFV事業本部  部長代理　能勢加奈子さん
現在は直接的にC.C.Pに携わることはないものの、フェア
トレードやエコなどソーシャル事業のリーダーをつとめる。

CFV事業本部  課長代理　永富  恭子さん
C.C.Pには立上げ当初から携わり、商品企画を担当。
現在14年目。

CFV事業本部  馬場  怜衣さん
C.C.P担当2年目。新進気鋭のニューフェイス。

C.C.Pホームページ  http://feli.jp/ccp/

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

　
最
後
に
、未
来
の
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
私
た
ち
は
、み
な
さ
ん
が
今
で

き
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で
に
な
い

可
能
性
を
見
つ
け
る
力
に
な
り
ま

す
。新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
一
歩
を
、私
た

ち
と
一
緒
に
踏
み
出
し
ま
せ
ん
か
。」

さをりポーチ
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締　切

4月15日（金）

しあわせの村ボランティア募集
楽しいイベントを一緒に企画・運営しませんか！

[お問合せ] しあわせの村 （公財）こうべ市民福祉振興協会 TEL:078-743-8092 しあわせの村

● 申込方法 ： 電話・FAX・はがきに①名前②住所③電話番号④ユースか社会人かを記入し、
　 下記に送付またはWEB（www.shiawasenomura.org）にて
● 申込先 ： 〒651-1102　神戸市北区しあわせの村内
　 （公財）こうべ市民福祉振興協会　事業推進課
　 TEL：078-743-8092　FAX：078-743-8180

①ユースボランティア 要申込
（大学・短大・専門学校生のみ）

②社会人ボランティア 要申込
（18歳以上）

キャンプ・探検ツアー・おばけやしき・おはなし・昔あそび ほか、イベントがいっぱい！

①②の説明会：4月17日（日）10：00～ 場所：しあわせの村  たんぽぽの家1階

それぞれの個性が光る作品を制作

介護が必要な方でも安心してご入居出来ます！
介護付有料老人ホーム パーマリィ・インhttp://palmaryinn.com/

パーマリィ・イン
-新神戸-

神戸市中央区加納町2-13-7

0120-861-872

パーマリィ・イン
-須磨-

神戸市須磨区千守町1-5

0120-587-788

見学会随時開催中

み
ん
な
大
好
き

季
節
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー

① 

野
菜
を
適
当
に
カ
ッ
ト
す
る

② 

じ
ゃ
が
い
も
は
茹
で
て
お
く

③ 

豚
肉
、玉
葱
、に
ん
じ
ん
を
炒
め
て
、カ
レ
ー
粉
を
加
え
、だ
し
汁
を 

　 

入
れ
て
煮
込
み
、砂
糖
、醤
油
、み
り
ん
を
加
え
て
味
見
し
、最
後
に 

　 

カ
レ
ー
ル
ゥ
で
好
み
の
味
に
調
え
る

④ 

片
栗
粉
で
と
ろ
み
を
つ
け
、②
と
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
を
加
え
る

⑤ 

十
五
穀
ご
飯
を
皿
に
盛
っ
て
④
を
か
け
て
出
来
上
が
り

材 

料
（
1
人
分
）

作
り
方

紹介者

Recipe

和
風
カ
レ
�

　
な
じ
み
の
あ
る
和
風
だ
し
ベ
ー
ス
で

作
る
カ
レ
ー
な
の
で
、親
し
み
や
す
い
味

で
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
人
気
が
あ
り
ま

す
。

　
冬
は
鍋
の
具
材
で
、お
馴
染
み
の
長
ね

ぎ
や
き
の
こ
を
使
っ
て
も
味
に
な
じ
ん
で

美
味
し
い
で
す
よ
。季
節
に
あ
わ
せ
て
使

う
野
菜
を
工
夫
す
る
と
、一
年
中
楽
し
め

る
カ
レ
ー
で
す
。

「共に生き、共に育つ」という
法人理念のもと、利用者の皆様
を日々支援しています。

社会福祉法人くすのき会
障害者支援施設ひふみ園

エネルギー：686kcal
たんぱく質：21g
脂質：16.9g
炭水化物：110.2ｇ
塩分：4.1ｇ

1人あたりの栄養価
・
十
五
穀
ご
飯  

1
人
前  

・
豚
肉  

50
ｇ  

・
料
理
酒  

小
さ
じ 

2/3  

・
玉
葱  

1
0
0
ｇ　
・
じ
ゃ
が
芋  

60
ｇ  

・
に
ん
じ
ん  

20
ｇ  

・
舞
茸  

20
ｇ  

・
白
葱  

20
ｇ  

・
サ
ラ
ダ
油  

小
さ
じ 

3/4  

・
カ
レ
ー
粉  

小
さ
じ 

3/4  

・
カ
レ
ー
ル
ゥ  

適
量　
・
濃
口
醤
油  

大
さ
じ 

1  

・
上
白
糖  

小
さ
じ 

2  

・
み
り
ん  

小
さ
じ 

1  

・
だ
し
汁  

1
8
0
㏄　
・
片
栗
粉  

小
さ
じ 

1  

・
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス  

5
ｇ

美味しい！ かわいい！ 福祉のお店美味しい！ かわいい！ 福祉のお店美味しい！ かわいい！ 福祉のお店

住　　所　神戸市兵庫区西出町1丁目2-13
TEL.&FAX.　TEL.078-651-1902 
                FAX.078-651-7802
営業時間　9:00～16:00　土曜9:00～15:00
           日曜はその都度決定
定 休 日　不定休
ホームページ　 http://www.h4.dion.jp/̃ikari-k

どこか似ている、

個性あふれるマグカップ。

｢Nigao｣を手にすると、
思わず笑顔に！
社会福祉法人 いかり

いかり共同作業所

　

兵
庫
区
西
出
町
に
あ
る
い
か
り
共
同

作
業
所
は
、1
9
8
0
年
の
開
設
以
来
、

現
在
は
10
代
か
ら
60
代
ま
で
の
幅
広
い

年
齢
層
の
利
用
者
が
36
名
在
籍
し
、生

活
の
場
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

手
づ
く
り
弁
当
の
配
達
や
地
域
の
資

源
回
収
、紙
パッ
ク
を
原
料
に
し
た
手
す

き
和
紙
な
ど
手
が
け
る
仕
事
は
幅
広
く
、

特
に
お
弁
当
は
市
内
各
所
か
ら
注
文
が

寄
せ
ら
れ
る
人
気
ぶ
り
。4
年
前
に
は
施

設
を
開
放
し
て「
い
か
り
食
堂
」を
オ
ー

プ
ン
。月
に
二
度
、地
域
住
民
を
招
い
て

作
業
所
自
慢
の
昼
食
や
お
し
ゃ
べ
り
を

楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
様
々
な
こ
と
に
取
組
む
同
作

業
所
で
す
が
、「
仲
間
た
ち
で
一
緒
に
仕

事
が
で
き
、よ
り
売
れ
る
商
品
を
作
り
た

い
」と
い
う
想
い
か
ら
、昨
年
、世
界
に
ひ

と
つ
だ
け
の
マ
グ
カ
ッ
プ「
N
i
g
ao
」を

新
た
に
開
発
し
ま
し
た
。

　

新
製
品
の
開
発
に
は
市
の
支
援
制
度

を
活
用
。以
前
か
ら
行
って
い
た「
ポ
ー
セ

ラ
ー
ツ
」と
呼
ば
れ
る
白
磁
器
へ
の
装
飾

技
術
を
活
か
し
つつ
、協
力
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
竹
田
氏
が
手
が
け
る「
ベ
ジ
っつ
ら
」か

ら
着
想
を
得
ま
し
た
。

　

利
用
者
が
描
い
た
似
顔
絵
を
目
、鼻
、

口
な
ど
の
パ
ー
ツ
に
分
割
し
、利
用
者
独

自
の
セ
ン
ス
で
福
笑
い
の
よ
う
に
カ
ッ
プ
へ

貼
り
付
け
た
表
情
は
、ふ
た
つ
と
な
い
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
。開
発
中
、大
学
生
と
行
っ
た

意
見
交
換
か
ら
は
、鼻
パ
ー
ツ
を
目
と
し

て
使
う
と
い
う
ア
イ
デ
ア
も
生
ま
れ
、そ

の
表
現
は
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
て
い

ま
す
。

　

お
土
産
と
し
て
も
注
目
を
集
め
る

「
N
i
g
ao
」は
、同
作
業
所
の
ほ
か
神

戸
市
役
所
2
号
館
に
あ
る
神
戸
ふ
れ

あ
い
工
房
な
ど
で
販
売
中
。数
あ
る
中

か
ら
お
気
に
入
り
の
顔
を
選
べ
る
の
は
、

足
を
運
ん
だ
方
だ
け
の
特
権
！

ぜ
ひ
、お
越
し
く
だ
さ
い
♪

震災から21年。それぞれの想いを祈りに
6,434人もの尊い命が失われた阪神・
淡路大震災から21年目を迎えた1月17日、
中央区東遊園地で「1.17のつどい」がし
めやかに執り行われました。この日は早
朝から多くの遺族・被災者が集い、鎮魂
の祈りをささげました。

※

※株式会社日本ヴォークによるポーセリンアーツの略称

3月～6月の催し・イベントご案内

講座 市立点字図書館  点訳ボランティア養成講座
５月１９日（木）～平成３０年３月２２日(木）１３：００～１５：００
※毎週木曜日、計８5回開催予定。夏期・冬季に休講日あり。
【場所】 市立心身障害福祉センター５階　点字図書館
【参加費】 受講料無料（ただし、テキスト代ほか実費）
【定員】 20名／選考試験、面接あり
【申込期間】平成２８年４月１日（金）～８日（金）
 　　 　　はがきかFAX（はがきの場合は、８日消印有効）

● 点訳ボランティア入門講座
5月1０日（火）～９月2７日（火）  全２０回+予備日2日
１４：００～１６：００
【参加費】 １０，０００円(テキスト・教材費込) 　【定員】 30名

講座 市民福祉大学
● 朗読ボランティア入門講座
5月9日（月）～8月22日（月）全15回　１３：３０～１６：００
※4月18日に選考会あり。
【参加費】 8，０００円　【定員】 30名

● 誉めて、叱って、子どもをのばす、新しいコミュニケーション 子育てコーチング
5月11日（水）、18日（水）　１0：0０～１1：3０
【参加費】 1，０００円　【定員】 40名

● 介護支援専門員実務研修受講試験　受験準備講座
６月18日(土）、19日(日)、25日(土)、26日(日)　10:00～16:00
【参加費】 22，0００円　【定員】 80名

催し 市立点字図書館 第7回 視覚障害者用福祉機器展
        ～エンジョイ！ 便利グッズ展～

３月１１日（金）１０：３０～１５：３０※申込不要・入場無料・販売なし
●開催趣旨・・・視覚障害者への福祉機器情報の提供（約20団体の出展）
【場所】 市立心身障害福祉センター６階 体育室

 申  問 市立点字図書館
　　　〒652-0802　神戸市兵庫区水木通２丁目１－１０
　　　市立心身障害福祉センター５階
　　　℡. （０７８）５１１－７０９０　ＦＡＸ（０７８）５１１－７０６６

「点訳ボランティア養成講座」「視覚障害者用福祉機器展」ともに

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　
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預託
の部

ご寄付をありがとうございます。ご寄付をありがとうございます。 神戸市内の福祉活動に役立てています。

【善意銀行】  平成27年１０月～平成28年１月末 
善意銀行では、金銭・物品のご寄付を「金銭口座」と「物品口座」にお預かりしています。

金銭口座：瑞乃会、岡本 尚彦、
             あおぞら陶芸ボランティア連合会 　匿名6件
物品口座：日立物流「まごころ基金」･日立物流コラボネクスト株式会社
             岡本株式会社

払出
の部

金銭口座：公益財団法人 日本対がん協会、
　　　　 特定非営利活動法人 ひょうごセルフヘルプ支援センター
　　　　 神戸市乳児院連盟、全国パーキンソン病友の会 兵庫県支部

（＊寄付をしていただいた個人・法人は、所得税・法人税あるいは神戸市の個人市民税の優遇措置が受けられます）

【社会福祉推進基金】 
寄付者：府国生第534号 内閣府NPO法人
           暮しの寺小屋ライフサイエンス 中村淳子 二期会

《敬称略。ご承諾をいただいた方のみ掲載しています》

一般社団法人 生命保険協会兵庫県協会様より福祉車両をご寄贈いただきました。
生命保険協会兵庫県協会は、社会貢献活動の
一環として、同協会加盟の２3社の従業員から
集めた募金で軽乗用車と車椅子を購入され、
兵庫県下社協に毎年寄贈されています。
　本会も毎年福祉車両をいただき、今年度は
須磨区社会福祉協議会に配分させていただ
きました。
　地域の皆さまと共に福祉の向上を図るため
今日も社協職員がいただいた福祉車両を活
用しています。

 申  問   〒651-0086　神戸市中央区磯上通３－１－３２
　　　　こうべ市民福祉交流センター
            ℡. （０７８）２７１－５３００　FAX. （０７８）２７１－５３６５
　　　　E-mail： daigaku@with-kobe.or.jp

上記講座は全てこうべ市民福祉交流センターにて実施

募集 神戸市総合児童センター（こべっこランド）

こべっこランドで子どもたちと一緒に遊びながら、健やかな成長をサポートするボランティアです。
【申込期間】平成２８年3月12日（土）～6月10日（金）
 申  問 神戸市総合児童センター（こべっこランド） ℡. （０７８）-382-1300　 　HP:http://www.kobekko.or.jp/

● スマイルサポーター（社会人ボランティア）募集
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